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1 ．問題の設定
ニューカマーと呼ばれる新来外国人が増加してから30年以上が経過した現在，ニューカマー第
二世代は学校経験が注目される学齢期から青年期へと移行し，第三世代を産み育てる壮年期に突
入しつつある。第二世代の青年期，壮年期に関する調査研究が徐々に浮上するなかで（角替 2015；
清水・チュープ 2014；額賀 2016；額賀・三浦 2017），かれらの育ちやその困難，そして学業・
地位達成へと分析を架橋していくには，エスニシティ横断的な比較考察を可能にする理論的枠組
みの必要性が高まっているといえるだろう。無論日本社会では，繰り返し描かれてきた「同化圧
力」の存在によって，第二世代は日本社会への同化を一定程度「達成」しているかもしれない。
しかし，「日本人―外国人」という二項対立ではなく，「ハーフ」ラベルの使用や，例えば「日本
人でもありフィリピン人でもある」といったハイブリッドなアイデンティティの示し方は（岩渕
編 2014；三浦 2015），ニューカマー第二世代が見せる意識・経験の重層性を突きつけてもいる。
単一のエスニシティに帰属しえないこうした現象を踏まえながら，かれらの育ちをどのように理
解・分析できるだろうか。
本研究ではこうした問題関心を踏まえつつ，フィリピン系ニューカマー第二世代を対象にし
て，かれらのライフコースにおけるエスニック・アイデンティティの変容を，エスニック・オプ
ション（Ethnic Options）の概念を援用して明らかにする。
2 ．先行研究の検討と本研究の課題
日本社会のニューカマー第二世代を分析するに際して，参照点となりうるのが北米における移
民第二世代の学業・地位達成について考察したポルテスら（Portes and Rumbaut 2001）の分節的
同化理論（segmented assimilation theory）である。かれらは古典的同化理論が裏切られるなか，
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なぜどのようにして移民の地位達成が分岐していくかを説明するモデルを提唱している。かれら
は移民の編入様式を基礎に，親と子世代の双方の文化変容のあり様や人的，社会関係資本を用い
て，移民の地位達成メカニズムを統計的に基礎づけるよう試みている。そして分節的同化理論か
ら導出される知見として重要なのは，移民第二世代が単なる「アメリカ人」を超えて，「ハイフン
付きのアメリカ人」やアジア系といった「汎エスニシティ」ラベルによって自己呈示を行うこと
で，アイデンティティの選択肢が親世代よりも増加しているという知見である。
本研究では，こうして蓄積されてきた欧米の先行研究を踏まえつつ，ウォーターズ（Waters 
1990）が提唱したエスニック・オプションの概念に注目する。ウォーターズは，白人ヨーロッパ 
系アメリカ人を対象に，自身のルーツを相手や状況に応じて選択的に表出して見せる自己呈示の
選択肢（options）として，エスニック・オプションを定義した。一方，Gans（1979）はヨーロッ
パ系移民が「イタリア系」や「アイルランド系」といった自らのルーツを積極的に呈示する振る舞
いを「シンボリック・エスニシティ」と定義している。ここでは，自己呈示の選択肢，つまりエ
スニック・オプションは「消費的な利用のされ方」にとどまり，白人層にとってのエスニシティ
は生活する上でなんら実質的な影響力をもたない，「単なる象徴的なもの」に過ぎない点が明ら
かにされている。しかし，差別や偏見に晒されやすいエスニック・マイノリティにとって，エス
ニック・オプションはシンボリックに利用されるだけとは限らない。とくに同化傾向が強いとさ
れる日本社会のエスニック・マイノリティにとって，エスニック・オプションの利用のされ方に
は，主流社会から寄せられる差別・偏見を伴う社会構造がつきまとい，かれらの社会生活が脅か
されるおそれがあるからである1。
こうした前提のもとで柏崎（2012）は，アメリカの白人系ヨーロッパ系移民に見られるシンボ
リックなエスニシティの有り様が，日本社会の在日コリアンの間ではほとんど見られないことを
考察している。「日本人」なのか，「外国人（「非日本人」）」なのかが常に問われる日本社会で「非
日本人」と位置づけられる在日コリアンにとって，エスニシティの差異は社会生活に大きな影響
をもたらすものであり，表層的な単なる象徴とはなり得ない。そのため，在日コリアンのエスニ
シティの利用や表現に関する選択の幅，すなわちエスニック・オプションの幅は限定的なものと
ならざるを得ないと柏崎は指摘する。「日本人／非日本人（外国人）」という強力な二項対立的カ
テゴリーによって，かれらは自由自在にエスニシティを表出することはできず，エスニック・オ
プションの利用の仕方は様々に制限されるというのだ。
本事例の対象者の場合，同様の構造がかれらのエスニック・オプションを制限し得ると考え
られる。しかし，「外国人であること」が問われる日本社会においても，エスニック・マイノリ 
1 Qian（2004）が指摘するように，例えば国際結婚によって子どもの人種的ルーツが混淆する場合には，エス
ニック・オプションの利用の機会は拡張されていく可能性もある。
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ティは完全に従属的な存在だとは言い切れず，その主体性は時間軸とともに変容しうる。エス
ニック・アイデンティティの三段階モデルを提唱する Phinney（1993）は，エスニック・アイデ
ンティティが時間の経過に従って様々な変容を経験すると指摘しており，また，在日コリアンを
対象にした研究においても，ライフコースの中での経験によってエスニック・アイデンティティ
の有り様が変化しうることが度々指摘されている（石原 2012, 曺 2013）。ここからは，ある一時
点でのエスニック・アイデンティティを切り取って論じるだけでなく，ライフコースの視点を採
用しつつその変容を明らかにする研究の必要性が提起できる。以上を踏まえ，本稿では以下二つ
のリサーチクエスチョンを設定して分析を行った。
1 ）　日本のニューカマー第二世代は，エスニック・オプションの幅を左右する機会として，ど
のようなライフイベントを経験しているのか。幼少期から学齢期終了以降という時間軸に注意し
ながら明らかにする。
2 ）　エスニック・オプションはどのようにして利用されているのか。エスニック・オプション
に対して付与される意味とその機能に注目して明らかにする。
結論を先取りすれば，本調査の対象者となったニューカマー第二世代は学齢期（義務教育段階）
終了以降の経験を転機として「選択的エスニシティ」を形成していた。ここでは選択的エスニシ
ティを，相手や状況に応じて当事者が選択的に自己呈示をはかることが可能な，柔軟性を備えた
エスニシティと定義する。学齢期以降におけるいくつかのライフイベントを経て，エスニック・
オプションの幅が広がり，選択的エスニシティの形成と利用に至るというのが本稿で示す仮説で
ある。
また，この仮説を提示するにあたって，本稿ではフィリピン系ニューカマー第二世代を事例に
分析する。無論，他のエスニック集団も考えられるが，本論文ではエスニック・オプションの選
択や利用のあり方に関して比較的自由度をもつと考えられる集団の 1 つとして，フィリピン系に
注目した検討を行うことを付言しておく。他集団との比較におけるフィリピン系のエスニック・
オプションの特異性については本稿の最後に考察したい。また，ここで気をつけておきたいのは，
すべてのニューカマー第二世代が「選択的エスニシティ」を形成できる訳ではないという点であ
る。柏崎が指摘するような構造的制約によって「選択的エスニシティ」の形成が難しいニューカ
マー第二世代も多く存在することを改めて付言しておく。
3 ．対象と方法
研究対象となるのは，日本生まれ，もしくは幼少期に来日したフィリピン系第二世代の若者16
名である。対象者のうち，日比国際結婚で生まれた者は13名，フィリピン人母の連れ子で実父が
フィリピン人である者が 3 名である。母の連れ子として来日した 3 名の来日時の年齢は，それぞ
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れ 4 歳， 5 歳（ 2 名）である。また，日比国際結婚家庭に生まれた者の中には，幼少期のみフィ
リピンで育てられたという者もいた。対象者にはスノーボール形式でアクセスし，家族関係，友
人関係，教育経験，就労経験，フィリピンとのつながりなどについて 1 人 2 時間ほど半構造化イ
ンタビューを行った。対象者の許可を得て録音したものをスクリプト化し，それをデータとして
用いる。対象者の詳細は表 1 に示した。なお，対象者の名前は全て仮名である。
表 1 ：対象者のプロフィール詳細
注：使用可能言語の△は「簡単な会話であれば理解できる」を意味する。
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対象者のエスニック・アイデンティティがライフコースにしたがってどのように変容するかを
示したのが図 1 である。選択的エスニシティが形成されるプロセスは，決して一枚岩ではありえ
ない。ライフコースの観点から検討した16名のデータからは，エスニック・アイデンティティの
変容過程として， 4 つのルートが導出された。対象者たちは，学齢期以降に遭遇したライフイベ
ントを境にエスニック・オプションの価値や有用性に気づき，相手や状況に応じて様々に自己呈
示可能な「選択的エスニシティ」を形成していくのである。
なお，選択的エスニシティが形成されるプロセスは，それぞれ，ルート A（家庭内での消極的文
化継承→エスニシティに無自覚→エスニシティの捉え直しの契機→選択的エスニシティ），ルー
ト B（家庭内での消極的文化継承→エスニシティへの否定的意識→エスニシティの隠蔽→エスニ
シティの捉え直しの契機→選択的エスニシティ），ルート C（家庭内での積極的文化継承→エスニ
シティへの否定的意識→エスニシティの消極的表出→エスニシティの捉え直しの契機→選択的エ
スニシティ），ルート D（家庭内での積極的文化継承→エスニシティへの肯定的意識→エスニシ
ティの積極的表出→選択的エスニシティ）である。それでは以下，かれらのライフコースの分岐
に注意しながらエスニック・アイデンティティの変容のプロセスを跡付けていこう。なお本稿で
は，ライフコースの視点として，幼少期の文化継承，学齢期における自己呈示や振る舞い，学齢
期以降のエスニシティ捉え直しの契機，以上三つの分析ポイントを設定して検討を進めていく。
図 1 ：ライフコースを通じたエスニック・アイデンティティ変容のプロセス
4 ．家庭内における文化継承
（ 1 ）消極的文化継承（10名：早瀬，橋本，山口，稲村，小峰，竹内，野島，芹沢，桐山，今井）
それではまず，かれらのエスニシティに対する認識に大きな影響を与える家庭環境について確
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認していこう。日比国際結婚家庭の場合，家庭内言語は日本語に限られることが多く，タガログ
語やフィリピン文化などの継承は行われにくい傾向にあった。今回の対象者の場合，親から積極
的にタガログ語やフィリピン文化の継承が行われた記憶はないと答えた者は16名中10名であっ
た。そのうち，母の連れ子として来日した者は橋本さん 1 名だけであり，その他は日比国際結婚
によって生まれた日比国際児である。芹沢さん 1 名を除いてかれらはタガログ語だけでなく，英
語も家庭内で使用されることはなく，日本語のみで育てられたと述べる。その内実を，例えば，
早瀬さんの事例から見てみよう。
―小さい頃，お母さんに英語で話しかけられたりということはありました？
早瀬　それはおやじが，日本なんだからっていうことで反対していました。だから，うちのお母
さんは大変だったと思う。俺は 3 歳のときに日本に来て，そこからずっと日本語にしか触れてい
なかったのであれですけど，おかんは大変だったと思います。
早瀬さんは， 3 歳までをフィリピンで過ごし，断片的に当時の記憶を保持してはいる。しかし
こうした記憶は，必ずしもその後に渡って維持・更新されていくものではない。日本に戻ってき
た後は，英語もタガログ語も「封印」された環境で育ち，母親が作る料理も日本料理に限られて
いたと彼は語る。家の中でフィリピンを感じるものといえば，母親が持っている聖書とキリスト
の写真くらいだったという。日本語で統一された家庭環境にいたため，早瀬さんはタガログ語の
読み書きはもちろん，聞く，話すといったこともできない。母親とその数人の友人以外は，フィ
リピン人は周囲におらず，フィリピン文化を教えてくれる人もいなかった。このように，フィリ
ピンとのつながりを確認する要素がないに等しい環境で育った彼は，生まれはフィリピンであり
ながらもフィリピン人としての自覚をほとんど持つことはなかった。
また，橋本さんのように，日比国際児ではなく，フィリピン人母の連れ子として 5 歳に来日し
ている場合においてもなお，フィリピン文化が継承されるほど熱心な家庭内の様相は見られない
ケースがあることにも注意を払う必要がある。橋本さんの場合，幼少期から高校までの生活の中
で自分がフィリピン人であることを強く意識する機会は限定的であった。彼女の両親はフィリピ
ン人であるが，その出自が家庭の中で話題にのぼることはなかった。自分がフィリピン人である
ことは「自然なかんじで」彼女に伝えられたという。しかし，異父弟はいまも彼女と父親が違う
ことや橋本さんが 5 歳までフィリピンで育ったことを知らされていない。「別にそれを隠そうと
はしていないんですけど，あえて口にしようともしない」と彼女は話す。実の父親については
フィリピンで写真を見たことはあるが彼女の記憶には全くない。母親はエンターテイナーをして
いた時に日本人の父と出会い結婚したが，そのいきさつについては「聞きにくい」ので彼女は 
詳細を知らないという。母親は家庭の中で積極的に日本語を使用し，フィリピン人の教会コミュ
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ニティには参加せず，むしろ幼稚園で知り合った日本人の母親たちと親しくなっていた。このた
め，橋本さんが同世代のフィリピン人の友達を作る機会は大学時代の留学までなかったに等し
い。つまり，彼女がフィリピンについての知識を獲得する機会は日本の生活の中で非常に限られ
ていたといえる。 5 歳で来日以降，日本での生活において自分の「フィリピン人らしさ」を良く
も悪くも，強く自覚する機会がなかったことがうかがえる。
（ 2 ）積極的文化継承（ 6 名：西崎，藤江，笹井，木村，谷山，今井）
一方，家庭内で文化継承が一定程度行われ，フィリピンにルーツがあることを幼少期から自覚
していたと答えた者は16名中 6 名いた。このうち，母の連れ子として来日した者は 2 名，日比国
際児は 4 名である。
母親の連れ子として来日した 2 名は，フィリピンでの生活の記憶や親族とのつながりから，自
らがフィリピン人であることを当たり前のものとして幼少期から理解していたと語る。 5 歳で来
日した笹井さんは，フィリピンでは祖母に育てられており，母よりも祖母のほうが母親のようで
あったと話す。来日当初から現在に至るまで母親とはタガログ語で話し，来日後も毎年フィリピ
ンを訪れている。消極的文化継承パターンと比較したとき，日本でもタガログ語を使う機会が日
常的にあった点，フィリピン訪問の機会が頻繁にあった点が異なる。実の両親がフィリピン人で
あり，フィリピンとのつながりが自明であったいう彼女は幼少期から「自分を日本人だと思った
ことはない」と語る。
また，日比国際児として生まれた 4 名は，頻繁なフィリピン訪問や親の教育実践，他者からの
まなざしによって幼少期からフィリピンルーツを自覚していたと語った。藤江さんは「フィリピ
ンにルーツがあるのだから，フィリピンへ行くようにしたほうがいい」という父親の教育方針も
あって，幼少期から数ヶ月に渡るフィリピン滞在を繰り返している。家庭内言語は日本語だった
というが，カタカナのミドルネームを持っていることから，自分がフィリピンルーツを持ってい
ることに疑問を抱いたことはなかったという。「私，名前が藤江香穂子ハナって名前やから，どっ
ちかっていうと，初めからそういう認識しかない」と彼女は語る。
同様に，木村さんや谷山さんは，フィリピン訪問の機会を多く持っていたこと，母親が子育て
の中でタガログ語を用いていたことから，耳で聞いて理解することができ，フィリピンにルーツ
のあることは自然に意識せざるを得なかったと述べる。また，固定的なメンバーで人間関係が構
成される地域的特性もあって，幼少期から彼女たちは母親がフィリピン人であることを周囲に知
られており，自分がフィリピンにルーツがあることは自然なこととして受け止められていたよう
だ。日本語や日本文化が支配的となる日比国際結婚家庭においても，タガログ語やフィリピン文
化に触れる機会が一定程度担保されれば，幼少期からルーツを自覚する場合もあることが考察で
きる。
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5 ．学齢期におけるエスニック・アイデンティティ
次に，以上のような家庭環境に身を置いていた対象者たちが学齢期となり，日本の小学校，中
学校へと進んでいく中で自らのルーツをどのように捉えていたのかを見てみよう。
（ 1 ）　ルート A：「フィリピンルーツ」を意識化しない若者たち（ 3 名：小峰，竹内，早瀬）
家庭内の「消極的文化継承」に該当する10名のうち， 3 名は学齢期に入っても継続して自らの
フィリピンルーツを意識することはなかったと語る。こうしたライフコースに該当する 3 名は，
全て男性である。その背景には，以下に示すように日本人の父親との密な親子関係の影響がうか
がえる。
例えば，小峰さんや竹内さんは，幼少期から父親や祖父の影響で柔道を遊びながら覚え始めた
といい，フィリピンとの往来もなく，専らスポーツを通じた緊密な親子関係を父親と形成してい
る。このうち小峰さんは中学校 1 年の時に父親を亡くしているが，それでも「柔道の先生が父の
役割」だと語り，男性教師をロールモデルに「柔道」という道を引きつづき選びとっている。家
庭内でも日本語のみを使用する消極的文化継承のもと，小峰さんは「日本人でもあるので。普通
にふるまっていました」と語る。この意味で，かれらの学齢期に「フィリピンにルーツをもって
いるという意識」は全くと言っていいほど顕在化していないといえる。そのことは，フィリピン
との接点がないと語り，「自分がインタビュー対象者としてふさわしくない」と申し出た早瀬さん
についても同様である。こうした事例からは，父親との関係を強固にするなか，母親の文化継承
が退けられるという家庭内のジェンダー構造の影響が示唆される。かれらの学齢期において，母
親がもつ「フィリピン人らしさやルーツ」はほとんど理解の外側に位置しているのである。
（ 2 ）　ルート B：「フィリピンルーツ」を隠蔽しながら否定的意識をもち日本人らしく振る舞う同
化志向の若者たち（ 7 名：橋本，芹沢， 山口，稲村，今井，野島，桐山）
家庭内の「消極的文化継承」に該当する10名のうち，ルート A とは異なったライフコースを示
すのがルート B の 7 名である。かれらは，幼少期において親からフィリピン文化を強く継承しな
かったものの，学齢期になって他者（特に同年代）からの指摘により自分が「フィリピン人であ
ること」に対して意識的になった者たちである。かれらは当時，自分がフィリピン人の親をもつ
ことに対して否定的な意識を抱き，フィリピンにつながる要素を可能な限り「隠してきた」「遠ざ
けてきた」と語った。この「隠蔽の語り」と並行して「日本人になりたかった」という同化意識
が語られ，かれらは学齢期を通じて「日本人らしく振舞う」ことを意識してきたことが指摘でき
る。
例えば，芹沢さんは小学校入学くらいから自分のフィリピンルーツに対して否定的な感情を抱
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き，それを人前で隠そうとしていたと話す。彼女は日本人として振る舞いたい，見られたいとい
う思いから，フィリピン文化を象徴する母の存在を学校や公共の場で忌避していた。また，日本
人との肌の色の違いに過敏な反応を示し，フィリピンルーツを象徴する自分の肌の「黒さ」に悩
んでいたとも語る。日本社会における同化圧力やフィリピン人に対する偏見の目に対して幼い頃
から非常に意識的であったことが分かる。同様に，桐山さんは，幼少期から周囲との差異を敏感
に感じ取っており，小学生の時からすでに「日本人にならなければ」と考えていたと話す。「ハー
フだと思われるのがすごく嫌だったので，日本人として振る舞うような行動はすごい取って」い
たと彼女は当時のことを振り返る。同質的な日本社会の中で，周囲と少しでも違うということを
気にしていたという彼女は，より「日本人らしい」振る舞いを意識的にとることによって，フィ
リピンルーツを隠し，周囲に同化しようとしていたのである。
そして，「隠蔽の語り」を形成する経験として見逃せないのが，深刻ないじめ被害である。山口
さんは，小学校 2 年生のときからフィリピンにルーツがあることを理由にいじめを受けていた。
学校を休んで約 5 か月間フィリピンに滞在したことをきっかけにいじめが始まったという。
山口　（小学 2 年で）いじめが始まりました。…（フィリピンから）帰ってきてすぐだったかは定
かじゃないんですけど，そこから一部の男子がからかい始めて，変なあだ名を付け始めたとかっ
ていうのはありました。それが中学校まで続いて。…ちょうど小 2 ，小 3 ，小 4 って同じクラス
だったんです。それで，その中にもう 1 人同じ山口さんがいたんです。からかっていた男の子が，
その子のことを「山口日本人」と呼んで，私は「山口フィリピン」って言われて。
このように，彼女は日本に戻ってきてから後，周囲から「フィリピン人」とレッテルを貼られ
る「いじめに遭った」と語り，その経験は中学まで続いていた。彼女の学校体験は肯定的なもので
はありえず，「フィリピンにルーツがある」ということにも否定的な意味が付与されるようになっ
ている。こうした学齢期のスティグマ経験は，その後，彼女が高校進学を果たした後にも「いじ
めに連動しかねないもの」という意識を招き，「積極的には言わない」というように，エスニッ
ク・オプションの幅を自分から制限させる方向に動いたといっていいだろう。
調査対象者の多くがルート B に属しているのは，フィリピン文化・言語が家庭内で周辺的とな
る家族の構造に加え，学校現場を通じて特に意識化される「いじめ」や「同化圧力」が強く影響
しているためと考えられる。インタビューでは，教師とのかかわりについても聞いているが，教
師への相談は，外国人らしさの表出につながるものとして避けられていたのである。強調すべき
は，かれらが「日本人らしい」外見をしていたからこそこうした振る舞いや立ち位置が選択しえ
たという点である。そのことは以下，「フィリピン人らしい」名前や外見をもつ若者たちとは異な
り，エスニック・オプションの幅を左右する明確な対比を成している。
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（ 3 ）　ルート C：「フィリピンルーツ」を隠蔽する選択肢をもたず葛藤を経験する若者たち（ 3
名：木村，谷山，笹井）
ここで取り上げるルートに該当する若者たちは，幼少期に親からフィリピン文化を継承したも
のの，学齢期に入って自分のルーツに否定的な意識を抱くようになり，「隠したいが隠せない」と
いう状況に直面した若者たちである。ルート A やルート B のように，消極的な文化継承によって
幼少期を過ごした若者たちが「日本人らしい」日常を振る舞ってこられたのとは対照的に，「フィ
リピンルーツ」を隠蔽できずに葛藤するという経験をしている。
隠蔽できない要因としては，地域的要因と属性的要因を挙げられる。まず指摘できるのが狭い
地域社会における人間関係の有り様である。これには同じ地区に育った木村さんと谷山さんが当
てはまる。両者は従姉妹同士であり，幼稚園，小学校，中学校と同じ学校に通っていた。注意し
たいのは，彼女たちを取り巻く人間関係が幼稚園時代からずっと同じであったということだ。彼
女たちは，すでに幼稚園時代で「母親がフィリピン人」であることが知れ渡っていたといい，自
分たちには「フィリピンルーツを隠す」という選択肢がなかったと話す。
木村　ぐるぐるいろんなメンバーが入ってくるとか，そういうんじゃなくて，ほんとにその地域
の人たちは，幼稚園からずっとおんなじメンバーって感じだから，幼稚園のときにフィリピン人
だってばれるじゃない。だから，普通に，「フィリピンのお母さんがいる人」みたいな感じ。だか
ら，別に，「自分はハーフです」なんて言ったこともないし。何だろう，もう何か自然。
狭い地域社会に育ちながらも，頻繁に行われる母親の一時帰国に連れ添うなか，「タガログ語
は耳で聞いてわかる」状態が当たり前なものとして彼女たちは育った。新学期を迎えてもフィリ
ピンに滞在していたこともあったため，彼女たちがフィリピンと関わりがあることは周知の事実
だったのである。小学校時代は「フィリピン」や「バナナ」といった嫌がらせを受けたこともあ
るというが，彼女たちはそれを強い「いじめ」だとは感じておらず，一過的なものとして捉えて
いた。そして、すぐにいじめはなくなっていったという。ここからは，家庭環境が周囲に知れ
渡っているために，自己呈示を選択的に行う際の制約となり，エスニック・オプションの幅は非
常に限定的であったことが窺える。彼女たちは，クラスメートに改めて自己紹介する機会はなく，
「ハーフ」という単語さえ出すこともなかったというのである。
そして「フィリピンルーツを隠せない」次の要因として注目できるのが名前と外見という本人
の属性である。特にカタカナの名前をもつことや顔立ちから明らかになる「外国人らしさ」は，
他者との差異を顕在化させることになる。この点，意図せずして自分と相手との境界線が引かれ
てしまい，「外国人」扱いされた経験をもつのが笹井さんである。「エマ」という名前を持ち，両
親ともフィリピン人である笹井さんは，その名前や見た目から「日本人じゃない」としていじめ
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を受けていた。
彼女自身は，自分が「純フィリピン人」であるという認識をもってはいるが，「純フィリピン
人」としての自己呈示は周囲から見下されることを経験的に知っている。「日本語がわからない 
他者」として否定的にラベリングされることは，彼女の自尊感情を危うくするが，外見や名前か
ら「フィリピン人らしさ」を隠蔽できないため強い葛藤を抱えることになる。
こうした二つの要因から，かれらは消極的にではあるが，エスニシティを表出せざるを得ない
状況に置かれていると言える。
（ 4 ）　ルート D：「フィリピンルーツ」に誇りを持ち隠蔽することなく積極的に表出していく若者
たち（ 3 名：西崎，藤江，笠原）
「フィリピン人らしさ」を隠蔽できず，消極的に表出せざるを得ないルート C とは対照的に，自
分のもつ「フィリピン人らしさ」を隠すことなく積極的に表出していたと語る若者たちもいる。
それがルート D に該当する女性 3 名である。このルートに該当する若者たちは，幼少期に親から
フィリピン文化を継承し，学齢期に入ると自分のルーツを肯定的に捉えて他者に積極的に表出し
ていた点で共通する。
西崎さんや藤江さんはカタカナの名前をもっており，ルート C の対象者と部分的に重なり合っ
てはいる。しかし，その学齢期の振る舞いはフィリピンルーツの「隠蔽」ではなくむしろ「肯定」
や「自慢」であった。たとえば，西崎さんは 4 歳で来日した連れ子だが，日本語を自然と覚えて
いったと語っている。幼少期から頻繁に日比を往復しながらフィリピンルーツを十分意識してい
たという彼女は，フィリピンを訪れる度にそのことを周囲に自慢していたという。
―･･･ 西崎さんは，小学校とかのときって，フィリピンに戻られたりとかはありました？
西崎　ありました。･･･ 夏休みとか ･･･ 親が ･･･「お金がたまったから行こうか」みたいな。
―「フィリピンに帰っていたんだよ」みたいな話とか，お友達とすることとかってありました？
西崎　うん。行く前には必ず，「フィリピンに行ってくるからね。お土産待っていてね」とか，
帰ってからも，先生とか，フィリピンの友達まで聞かれるから，「楽しかったよ」みたいな，写真
とかを撮ったりしたら見せてあげるし。そんな感じかな。フィリピンっていう国っていうか，自
分のマイホームだから，うちは，フィリピン自体をみんなに自慢できる。
フィリピンに十分な愛着を持ちながら，それを他者に呈示して見せる振る舞いからは，彼女が
人間関係の構築にあたってルーツを包み隠さず表明する明確な自己肯定感が読み取れる。また，
完全な日本名であり外見や名前から「伝えなければ知られることはない」という笠原さんに関し
ては，「日本人」と思われたときには「ハーフ」と訂正するよう心掛けていたと語っている。
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―･･･ 日本人だと思われることもある？
笠原　ちょこちょこあります。
―そういうときは，ちゃんと，「いいえ，私はハーフで」みたいに言う？
笠原　言います。
―それは言うんだ。自分のハーフのバックグラウンドは，結構好き？プライドはある感じ？
笠原　あります。
―じゃあ，いい意味づけをしているんだ。よく取っているんだ。どういうところが魅力だと思う。
笠原　やっぱ，「ハーフ」という言葉自体がいいですよね。顔も日本人っぽくないし，暗いと，「日
本人ですか」って， 1 年に 1 回は言われるんです。･･･ 顔があまり見えないと，「日本人ですか」
みたいな。･･･（自分的には）好きじゃないです。
―ハーフのほうが明るく見えるし，いい印象をいろんな人に与えていると思うんだ。
笠原　うん。
笠原さんは小学 1 年までフィリピンで育った経験を持っており，日本とフィリピンを頻繁に移
動した経験を持っている。重要なのは，こうした経験がルート D に該当する若者たちに共通して
当てはまるということだ。もっとも，「いじめ」の被害にあったという対象者もいるが（藤江さ
ん），日比に跨る経験に慣れ親しむ若者たちは，フィリピン人らしさを「隠蔽」することなく相
手の認識枠組みに踏み込んでフィリピンの良さを「自慢」してみせる逞しさをもっていた。他の
ルートを辿る若者たちとは異なり，フィリピン文化・言語に慣れ親しんだ過去の記憶や経験は，
彼女たちの学齢期を精神的に支える資源となっており周囲の差別・偏見に立ち向かう行為性を早
期から育んでいると考えられる。
6 ．学齢期終了後のエスニック・アイデンティティ
（ 1 ）　選択的エスニシティへの変容の契機
上記では幼少期，そして学齢期へと続くなか，かれらのエスニック・アイデンティティは複数
に分岐することを明らかにしてきた。ルーツに対して積極的な意味づけをしていた者は少数で
（ルート D），それ以外は無自覚的であったり（ルート A），否定的意識を抱いていたりした（ルー
ト B と C）。しかし，高校卒業を境に若者たちはルーツを捉え直す契機を得ており，その経験を
通じて選択的エスニシティへと変容を遂げていた。それはエスニック・オプションの幅を広げる
契機ともいえる。ここではそのきっかけについて述べたい。
変容の契機としては，大きく 2 つの要素が抽出された。①母国留学やフィリピン親族との紐帯
を通じた「正統なエスニシティ（authentic ethnicity）」の獲得，②他者からの承認である。後者に
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ついては，マイノリティ同胞集団内の承認とマジョリティである日本人からの承認の 2 つが挙げ
られる。なお，ここで留意すべきなのは，選択的エスニシティへの変容は単一の要素のみによっ
て引き起こされるものではないという点である。対象者の中には，以下で見る複数の要素が結び
ついてエスニック・アイデンティティを変容させていった者もおり，それぞれの要素は複雑に絡
み合っている。だが，ここでは変容の契機をもたらす 2 つの要素についてそれぞれ見ていくこと
とする。
①留学やフィリピン親族との紐帯を通じた「正統なエスニシティ」の獲得（橋本，桐山，芹沢，
西崎，木村）
エスニック・オプションの幅を広げ，選択的エスニシティに至るために必要な条件の 1 つは 
「正統なエスニシティ」を獲得することである。キブリアは，母国との強固で真正なつながりによ
る表象を「正統なエスニシティ」と名付けた（Kibria 2000）。具体的にはエスニック集団に固有の
言語や文化的知識，価値観，行動様式などを意味する。Song（2003）によれば，この「正統なエ
スニシティ」を獲得することにより，マイノリティはエスニック集団としての結束を強め，エス
ニシティが持つ意味を他者と交渉することが可能になる。つまり，エスニック・オプションの幅
を広げることができる。
ルート A，B に該当する対象者のように，フィリピンでの生活経験がなかったり，タガログ語
が話せなかったりする場合，フィリピン人らしさを構成する要素が十分になく，そのために自ら
のルーツを意識したり，積極的に表明したりすることが難しい。また，ルート C のように，親が
積極的にフィリピンとのつながりを持たせようとしていても，日本の学校における差別や偏見か
らフィリピンにルーツがあることに否定的感情を持ち，それを隠蔽してしまうこともある。この
ような場合，エスニック・オプションの幅は非常に限定的にならざるを得ない。しかし，学齢期
終了後，主体的に「正統」と考えられるエスニック文化や行動規範を学ぶことによって，「正統な
エスニシティ」を獲得した場合には，エスニック・オプションの幅を拡張することが可能となっ
ていた。
「正統なエスニシティ」獲得の大きな契機となるのが，フィリピンへの留学や長期滞在である。
そして，その期間にフィリピン社会や親族と強い情緒的結びつきを形成したことも，かれらの間
に「正統なエスニシティ」を獲得したという自信を高めたといえる。フィリピンでの生活経験の
ない日本生まれの場合，フィリピンという国や社会，あるいはそこに暮らす親族は，実体を伴っ
たものとして存在していない。桐山さんはこうした心情を「フィリピンっていう存在は身近には
あったんですけど，本当のフィリピンはよく分からないみたいな」というように表現する。フィ
リピンに自分の親族がいること，自分もフィリピンに関わりがあることは認識していても，実際
にフィリピンという社会がどういうもので，親族の人たちはどのような人で，どのような暮らし
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をしているのか，実感を持つことは日本生まれのかれらにとって難しい。
しかし，学齢期を過ぎてからの長期滞在や留学によって，フィリピン社会を肌で感じ，親族と
過ごす中でかれらにとってフィリピンという存在が実体を伴ったものへと変化していく。例え
ば，前述した桐山さんは大学のときにフィリピンに数週間滞在したが，その間，親族との交流を
より一層深め，フィリピンとのつながりを強く意識するようになったという。その後も facebook
で従兄弟とやり取りを続け，近況報告を頻繁に交わしている。こうしたトランスナショナルな繋
がりが強化される中で，彼女は自分のフィリピン人アイデンティティをより強く意識するように
なった。同様に，木村さんもフィリピンでの滞在経験をきっかけにフィリピンやフィリピン文化
への興味関心を持ち始めた。木村さんは中学 3 年のとき，フィリピンの祖母が亡くなったため，
母親と急遽フィリピンへ行くこととなった。祖母の死を前にして悲しいという感情を持ちながら
も，そこで彼女は「フィリピンとの血のつながりを感じた」という。この経験を契機に，彼女は
カトリック系の高校に進学し，その後「もっとフィリピンのことを知りたい」と思い，フィリピ
ンの大学入学を果たしている。そして，フィリピンの大学に通いつつ，現地での様々な交流を通
じて「フィリピン人であること」への理解と深い共感を示すようになっていった。彼女は，幼少
期から積極的にフィリピン文化を継承する家庭環境に育ったが，留学といったフィリピン現地社
会での良好な経験は，フィリピンルーツに対する理解をさらに深めるものとして指摘できる。
このように，フィリピンへの留学や長期滞在はタガログ語やフィリピン文化に関する知識の獲
得を促す。親から積極的に文化伝達がなされず，「フィリピン人らしさ」を構成する要素を持ち得
なかったと語る者でも，成長していくにつれ，言語や文化など「フィリピン人らしさ」を吸収す
る機会を得る。このように，母国生活を経験する中でかれらは「正統なフィリピン人」としての
知識やスキルをつけていき，それによってかれらはエスニック・オプションの幅を広げていくの
である。
②他者からの承認
Song（2003）は，マイノリティのエスニック・オプションが有効になるためには，それが「広
い社会によって認知され，承認される必要がある」（p.22）と述べている。つまり，他者からの承
認があってはじめて，自分自身のルーツの意味づけを変更したり，ルーツに関わる自己呈示を操
作することができるのである。この「他者からの承認」に注目した場合，本調査の対象者たちは
2 つの契機によって，自らのルーツに関わる意味づけを捉えなおし，エスニック・オプションの
幅を広げることが可能になっていた。
1 ）　マイノリティ同胞集団内の承認（桐山，芹沢，山口）
まず 1 つめは，同じフィリピンルーツや，フィリピンルーツでなくとも同様の背景を持った若
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者・子どもとの出会いである。外国ルーツを共有する「仲間」との関わりによって自分のフィリ
ピンとのつながりを捉え直す機会を得るということだ。
例えば，桐山さんは，前述した大学時代のフィリピン滞在の後，ネットを通じて自発的に 
「ハーフ」のサークルへ参加している。彼女は，自分と同じように「日本人にならなければ」と悩
んだ若者たちが集うイベントを通じて「同じ人たちがいたんだということを知れて，私だけでは
なかったんだ」ということに気づいていく。このように，彼女はフィリピンでの長期滞在をきっ
かけに意識し始めたフィリピンとのつながりやその意味づけを，同様の背景を持つ仲間と過ごす
中で吟味・強化していくこととなる。この事例は，日比を結ぶトランスナショナルな経験や紐帯
に加えて，日本社会においてフィリピン人アイデンティティを肯定的に評価し，日比「ハーフ」
としての存在を承認してくれる居場所を獲得することによって，フィリピン系の若者は日本社会
の中で自分のフィリピンルーツに誇りを持ち，積極的にアイデンティティを表出することができ
ることを示唆する。彼女は，自分がそれまで抱えていた課題を，類似の背景を持つ「仲間」と共
有し互いに承認しあうなかで，自分のエスニシティを捉え返す機会を得ている。
同様に，山口さんは，高等教育での友人との出会いを契機に，自身のルーツを大幅に再検討す
るようになった。友人の紹介で知り合った外国籍の友人 A さんと交流を深める中で，山口さんは
「日本とフィリピンにルーツをもっていることの意味」を強く考えさせられたという。
山口　（友人）A に，「あなたは（日本とフィリピンの）どっちだと思っているの？」って聞かれ
て，「へ？」って，そのときに目からうろこみたいな感じで，「どっちって悩むもの？」っていう
ぐらい，自分が日本人だって思っていることが自然だったんです。ちょっとはフィリピンに行っ
ていましたけど，あっちの言葉もしゃべれないし，あっちに住んだこともほぼないし，日本の教
育を受けて，ちらっとも思ったことがなくて。それで，そのときに，何で私は日本人だと思って
いたんだろうなっていうのをそこではたと気が付いて考えたんですけど，普通に生まれたら呼吸
をするかのように，自然に思っていた，1 回も思ったことがないっていうのが結論だったんです。
それまでの学校経験とは違った視点から「何人（なにじん）」であるかを鋭く問いかけられた
という山口さんは，「いじめ経験での悩み」とは別に「今までアイデンティティで悩んだことが
ない」という自分に改めて思いを馳せている。「いじめ」と不可分の関係にあった学校教育から
解放され，外国にルーツをもつ友人との「出会い」や「交流」が，それまで決して肯定的ではな
かったフィリピンルーツを捉えなおす契機となっていることがわかるだろう。これらの事例から
は，高等教育という場へのアクセスに伴い築きうるマイノリティ同胞集団との関係構築と互いに
認め合う相互承認が，エスニック・オプションの幅を広げるうえで大きく影響することが考察で
きる。
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2 ）　マジョリティである日本人からの承認（早瀬，桐山，笹井，今井，小峰，竹内）
エスニック・オプションの幅を拡張させる契機としてもう一つ重要なのが，日本人というマ
ジョリティからの承認である。マジョリティである日本人の友人からの肯定的な意味付けをきっ
かけに，自らのルーツを捉え直すこともあるのだ。
例えば，早瀬さんの場合，父親の方針でフィリピン的ものがほとんど家になかったこともあ
り，「フィリピン人らしさ」を吸収する機会をほとんど得ていない。「ジョセフ」という名前以外
に「外国人らしさ」を感じさせる要素を持っていない彼は名前に対して強い違和感を持っていた
という。「ジョセフって名前の割に何かができているわけでもないし，英語がしゃべれないし。何
かが特別人と違うわけでもないのにジョセフだったから，ちょっと恥ずかしかった」と小学校時
代のことを振り返る。しかし，高校時代の友人がコンプレックスであった名前を肯定的に読み替
えてくれたことによって，名前に対する認識を変えていくことになる。
早瀬　高校入ってぐらいのときに，それを「ジョー」とか，あだ名にして呼ぶ子がいたんです。
それでまた，親しみやすい名前なのかなっていう感じで，自分でちょっと思うようになって，あ
だ名を付けてもらえるようになってからキャラができて，それはそれで面白いなって。
―結構，違和感なくすっと入ってきたわけ？
早瀬　そうです。見ず知らずの人ががらりと変わっても，ジョセフという名前を 1 回言えばみん
なが覚えてくれているというのが，こういうことなんだ，ジョセフって便利な名前なんだみたい
なのは，ちょっと思うようになりました。
友人があだ名をつけてくれたことによって，「キャラができ」，それを「面白い」と感じること
が出来るようになったという。そこから，それまでは「嫌で」「恥ずかしかった」カタカナの名前
を肯定的に捉えることができるようになったと語っている。
笹井さんも同様の経験をしている。既述の通り，小学校時代，カタカナの名前やその外見から
「日本人じゃない」ことを理由にいじめを受けたという彼女は，フィリピン人であることを積極
的に呈示していたわけではなかった。だが，中学に入り，彼女を理解してくれる日本人の彼氏に
出会ったことによって，環境ががらりと変わることになる。外国人に対する差別意識もなく，何
でも受け入れてくれる彼との付き合いは，周囲の目を気にするおとなしい性格だった彼女を変え
た。「何か居場所を見つけた感じがした」と彼女は語るが，彼と出会った中学以降は自分らしく振
る舞うことができるようになり，学校生活を楽しむことができたという。このように，他者から
の「承認」は，かれらのエスニック・オプションの幅を広げる契機となり得るのである。それが
笹井さんの例のように，彼氏という「重要な他者」（徳永 2008）からの承認の場合はなおさらで
ある。
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（ 2 ）　エスニック・オプションの利用
以上のように，複数のルートに分かれながらもフィリピン系第二世代の若者たちはさまざまな
ライフイベントを通じて選択的エスニシティへと変容し，ルーツに関わる様々な自己呈示の術を
獲得していく。はたしてそこには，どのようなエスニック・オプションの利用のあり様が見てと
れるだろうか。本研究ではエスニック・オプションの利用のされ方に注目して，表出的行為と
道具的行為の大きく 2 つを導出した。表出的行為はフィリピンらしさの表出にとどまるもので 
ある。一方，道具的行為を示すパターンは表出的行為に加え，ネガティブなステレオタイプに修
正を試みたり，エスニシティを職業達成に活かそうとする点で地位達成にも関わる。順に見てい
こう。
①表出的行為のレベル
シンボリック・エスニシティは，白人系アメリカ人の生活を脅かさない消費的な利用として理
解される（Waters 1990）。相手や状況に応じて祖先が「スペイン系」「アイルランド系」としてシ
ンボリックに呈示したり，引っ込めるといった操作性をもつ実践が，ウォーターズが描いたエス
ニック・オプションのあり様だった。ここで指摘したいのは，名前や外見から「同化」を達成し
やすい日本社会のフィリピン系第二世代も，このような操作性をもつエスニック・オプションを
行使しうるという点である。その事例として，大学での経験からフィリピンルーツを意識するよ
うになったと語る稲村さんが挙げられる。
彼女は，文脈に合わせて自分の中の「フィリピン人の部分」と「日本人の部分」をコントロー
ルしながら表出していると語った。フィリピンにいれば，フィリピン人の部分が多くなり，日本
にいれば日本人の部分が多くなるというように，状況に応じて変化する自己像を語る。最近では，
外国人に囲まれて仕事をすることが多いことから，日本にいてもフィリピンの部分が強くなって
きたという。周囲との関係性がエスニック・アイデンティティの表出の有り様に影響を及ぼして
いることが分かる。
―周りにいろんな国とか文化の人たちとか，それを許容してくれる人がいたら，やっぱり（フィ
リピン人の）率は増えていくんですか。
稲村　増えていきますね。
―でも，時々調整できなくなる？
稲村　そう，やり過ぎたみたいな。
―しまった，引っ込めようってなるの？
稲村　下がれ下がれみたいなときもありますし，逆に，今のところは押しておくべきだったなと
いうところで押していなかった部分もあるので，そこをうまく調整できるようになるのが今の課
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題です。
しかし上記の語りからも分かるように，状況に応じたエスニック・オプションの利用は常にう
まくいくわけでない。状況や相手に応じた自己呈示には，葛藤や緊張が付いてまわる。ときには
間違ったり，やり過ぎてしまうこともある。エスニック・オプションをどの状況でどのように行
使すればよいか，常に判断が迫られているとも言える。こうした状況ごとに生じる緊張感を，稲
村さんは「いい二重人格のような，多重人格のような，自分のいろんなパーソナリティーみたい
なものが出て，それをコントロールできない」と表現する。自分のルーツが単純ではないがゆえ
に，それをどのようにコントロールすればよいかが分からなくなるというのだ。選択的エスニシ
ティのあり方を分析するにあたっては，周囲との関係はもちろん，個人を拘束する社会的文脈に
も注意を払う必要がある。
なお，稲村さんの語りがエスニック・オプションの利用をめぐって緊張や葛藤を含んだ事例で
あるのに対して，純粋に消費的な利用として捉えられるケースも見受けられる。それが，早瀬さ
んの事例である。
早瀬　･･･ 自分の中で，ちょっと嫌だなみたいな。みんなはハーフということを理解していたし，
別にからかわれるようなキャラでもなかったけど，ずっと明るかったので，そういうわけでもな
かったんですけど，何か，ちょっと気にはなっていたんです。ただ，自分で名前負けしているみ
たいな。ジョセフっていう名前でもないのになっていうのはずっと思っていましたね。
―今は，逆に名前負けしていないというか，また違った解釈になっているんですか。
早瀬　印象強いっていうか，みんなに覚えてもらうし，自分のジョセフって「JOSEPH」って英
語で書くんですですけど，大体試合のときのリングネームもそれで書いているんです。だから，
ジョセフっていう片仮名でするとあれだけど，「JOSEPH」って書くと格好いいな，みたいな。だ
から，アルファベットでそうやって書いたときに，何か格好いいなと思うようになってから，自
分の名前を好きになりました。
早瀬さんはハーフであっても「別に英語が話せるわけではないし」と自分の名前に誇りを持つ
ことはなかったという。その後，彼は建設作業員として平日勤務する傍らボクシングに励んでい
るが，試合を組むにあたって浮上したのが「ジョセフ」という自分の名前だった。英語名で記載
し直し，それをリングネームとすることで，早瀬さんは「何か格好いい」と自分の名前を打ち出
すことに積極的だ。試合のチケットは自分で売り捌かなければならないというが，こうした名前
は「すぐに覚えてもらえる」と期待も込めているという。注目したいのは，彼はボクサーだけで
なく雑誌モデルとしても活動する中で「ハーフ」ラベルの利用価値を強く認識してもいるという
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ことだ。平日勤務は覚えやすい「ジョセフ」として，またボクサーやモデルの際には自己の商品
価値を高める「JOSEPH」へと表出の仕方を変化させながらフィリピンルーツを巧みに操作して
いることがうかがえる。こうした早瀬さんの事例は，「ハーフ」イメージに脚色される消費文化に
迎合することで成立しているが（渡会 2014），「ハーフ」ラベルを消費的に捉える実践は笠原さん
や他の事例にも共通して当てはまることを強調しておきたい。
②道具的行為のレベル
1 ）　ステレオタイプの回避
上記のような表出的行為は，ウォーターズが述べるように，状況に応じて自分のルーツを出し
たり，引いたりするエスニック・オプションの利用のされ方と合致する。だが，とくにエスニッ
ク・マイノリティにおいて，エスニック・オプションは単なるシンボリックな利用のされ方に留ま
らず，主流社会への抵抗といった様々な意図に照らして道具的に用いられる。本研究が扱うデー
タから道具的行為として抽出されたのが， 1 ）ステレオタイプの回避， 2 ）ステレオタイプへの
交渉・転覆， 3 ）地位達成，以上の 3 点である。まず，ステレオタイプの回避について見てみよ
う。　
繰り返し述べているように，日本においてフィリピン人やアジア系外国人に対する偏見や差別
は少なからずあり，フィリピン系であることに対して不特定の他者からネガティブな意味づけを
されることも多々ある。こうした構造的な制約や差別，偏見から逃れる手段として用いられる
のが「ハーフ」という自己呈示の仕方である。血統の半分は日本人であることを示してくれる 
「ハーフ」というラベルは，日本社会の根底にある外国人に対する差別や偏見を回避するための
便利なツールともなっている。例えば，笹井さんの場合，実の両親は共にフィリピン人であり，
「ハーフ」ではない。だが，継父が日本人であることもあり，それほど親しくない人に対しては日
本人の父とフィリピン人の母を持つ「ハーフ」であると伝えるようにしているという。
笹井　最初のときは，いろんなことを説明したくないから，「ハーフ」って言った。「あ，そうな
んですよね。お母さんがフィリピン人で，お父さんが日本人で」って言うんです。でも，ほんと
に言える人には言う。
―うんうん，説明するんだ。
笹井　でも，それがほんとに面倒くさくなってきて，言わなくてもいいかなと思って，いいや，
ハーフで，それで流そうって。…「ハーフ」って言ったほうが好印象っていう，やっぱり日本人
の血が混ざっている。「純」って言うと，「あ，そうなんだ」みたいな，対応がちょっと違う。
―対応が違うんだ。それはやっぱり感じる？
笹井　感じます。
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―ああ，そうなんだね。ハーフのほうが得する感じがする？
笹井　する。
―やっぱり何かイメージとかあるのかな。両方ともフィリピンで，女性でみたいな。
笹井　多分あると思います。全然なんかな。反応が違う。
―ああ，そっちのほうがやっぱり下に見ている感じがする？
笹井　する。下に見ているっていうのかな，私からしたら，フィリピンで純だとちょっと抵抗が
あるっていう感じ。下に見ているっていうのもあるのかな。
彼女は，相手や状況に応じて自らを「ハーフ」と呈示することによって，「純フィリピン人」に
付与されるネガティブなイメージから逃れようとしている。日本社会にはびこっている「フィリ
ピン人」に対する差別や偏見を敏感に感じ取り，そこから逃れる手段として，「ハーフ」というラ
ベルを選択しているのだろう。彼女は，「純日本人」とは見られたくないと語り，親しい人に対し
ては「純フィリピン人」であることを表明している。だが，日本社会からフィリピン人として偏
見の目にさらされることへの抵抗から，相手や状況によっては「ハーフ」として自己呈示するの
である。「純フィリピン人」に対する差別や偏見から自らを防御するために，状況に応じて柔軟に
エスニック・オプションを利用していると言えよう。
2 ）　ステレオタイプへの交渉―転覆
より積極的にフィリピン人に付与される否定的なイメージを転覆させようと，エスニック・オ
プションを利用する場合もある。例えば，芹沢さんは相手がフィリピンに対してどのようなイ
メージを持っているかによって，自らがフィリピンにルーツがあることを話すか話さないか決め
ていると語るが，その背景にはフィリピンのネガティブなイメージを覆したいという思いがあっ
た。
―例えば，外見は，芹沢さんだと，わざわざ言わなければ，「日本人だ」って言えばそれで通るこ
とが多いと思うんです。自分のフィリピン性みたいなのを隠して，日本人として通そうと思った
ことってあります？
芹沢　自分のエスニシティを完全に無視できないことも自分の一部なので，そこからは，だから，
否定とかはしたりはしないですけども。それを持ちながら生きていくっていうのは思っているの
で。でも，何か状況によっては，日本人として振る舞うときもあります。［…］自分から，あえて
フィリピンの話をするときもある。多分，悪いイメージを払拭したいっていうのもあって，フィ
リピンのことが好きって言ってくれる友達には，割と結構話したりとか，割と相手を選ぶかもし
れないです。
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彼女の場合，相手がフィリピン人に対して悪いイメージを持っているようなときには，フィリ
ピンにルーツがあることを表出せず，親しい人やフィリピンに対して好意的な人に対しては表出
するという。ここに選択的エスニシティへと変容を遂げた若者たちの実践を見て取ることができ
る。芹沢さんはフィリピンの良いイメージを伝えることで，日本社会におけるフィリピン人への
偏見に抵抗をしようとしている。同じように，ステレオタイプが渦巻く状況に応じて自己呈示の
あり方を転換しようと試みていた若者は，彼女の他に 4 名いた。特に，女性の場合は「フィリピ
ン人女性＝水商売，エンターテイナー」というステレオタイプにさらされやすいため，そのイ
メージを積極的に覆そうとする。例えば，農村花嫁で来日した母を持つ野島さんは卒業論文で，
農村花嫁を扱い，フィリピン人女性＝エンターテイナーというイメージへの抵抗を試みている。
彼女は，母親も含めて「みんながみんな水商売で働いているわけじゃないということを知ってほ
しかった」と話す2。
かれらは，あえて日本人らしく振る舞ったり，フィリピンにルーツのあるものとしてフィリピ
ンのことを詳しく話したりしながら，フィリピン人に付与されるイメージに抵抗しようとする。
世間に流布しているイメージとは異なる「フィリピン人らしさ」を表出してみせたり，「日本人っ
ぽい」ところもあるフィリピンハーフとしての自分を見せたりすることによって，ネガティブな
ステレオタイプを転覆していこうとするのである。それはエスニック・オプションを様々に利用
しながら，広く自分がカテゴライズされるものに対するイメージを変えていく行為として読みと
れる3。
マイノリティ集団のエスニック・アイデンティティはエスニック集団に関する主流社会の言説
や表象，イメージによって大きく制限されている（Song 2003）。アジア系外国人に対する日本社
会からのネガティブなイメージや，フィリピン人女性に対するステレオタイプは，かれらのエス
ニック・アイデンティティに強く影響を及ぼす。しかし，かれらはそのステレオタイプを受動的
にただ受け入れるわけではなく，自分たちのルーツに関わるイメージや言説を変えようと，エ
2 もちろん，「農村花嫁」は，野島さんが他のフィリピン人女性とは違うと断言できるほど透明色のある移動
の形態ではない（宿谷 1998）。
3 ここで留意すべきなのは，正統なエスニシティがもつ交渉としての機能である（Song 2003）。Song（2003）
は，エスニック集団に降り注ぐホスト社会の差別や偏見に抵抗したり，修正を試みたりする際に，エスニッ
ク集団に固有の言語や文化的知識の獲得がエスニック・アイデンティティの交渉材料として持ち出されるこ
とを指摘している。芹沢さんの場合も，野島さんの場合も，フィリピンへの長期滞在によってタガログ語や
フィリピン文化を学んだことがステレオタイプへの抵抗を試みる際の交渉材料となっていた。すなわち，「正
統なエスニシティ」を獲得することによって，ステレオタイプへの抵抗や交渉が可能となっていたのである。
実際，日本社会のステレオタイプに挑戦したり，フィリピン社会への理解を修正しようと交渉を試みている
インタビュー対象者は，芹沢さんや野島さんのほかにも「タガログ語の習得」や「フィリピン留学」を共通
して経験している。
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スニック・オプションを巧みに利用しながら，他者と絶えず交渉する主体性を持っているので 
ある4。
3 ）　地位達成
なかには，グローバル化する社会状況を踏まえて，より積極的に「ハーフであること」を利用
し，地位達成に用いていく者もいる。藤江さんはフィリピン人の母，日本人の父ともに高卒であ
り，決して裕福な家庭出身ではなかったが，「ハーフであること」を戦略的に用いながら，有名大
学への入学，日本の大手企業への就職を果たしている。いずれも，小論文や面接の際には，ハー
フであることを全面的に表出し，アピールしたと彼女は語る。就職の面接では何が決め手だった
と思うかという問いに，彼女は以下のように答えている。
藤江　ハーフやからやと思います。ICU 卒のハーフやから。で，「アジアで頑張っていきたい」っ
て。
―やっぱりアジアっていうところで結び付けられたのかな？
藤江　ちょうど10カ年計画みたいなスローガンにそれを掲げていて。
―そうなんだ。
藤江　多分，欲しかったんじゃないですかね。
―そうなんだね。じゃあ，ハーフとして生まれてすごく大変だったこともあるけど，いいことも
ある？
藤江　最近は，すごいいいこと尽くしやと。変にハーフブームとか，外国の人がいっぱい入って
きて，そういう人材が重宝されているから，学がなくてもハーフっていうだけで生きていく道は，
今はまだある。
―思う？
藤江　多分，あると思うし，ここ数年は大丈夫。
―ハーフブームってどんな感じ？
藤江　「外国いいな」っていうのと，「しゃべれていいな」とか。
4 もっとも，エスニック・オプションの利用によって，すぐさま達成できるほどステレオタイプの転覆は容
易ではない。野島さんは新聞配達のおばさんに母親が「何だ，おまえは水商売で働いているのか」と言われ
るのをたまたま聞いてしまったという経験を持つ。母親自身は一度も水商売をしたことがないにも関わらず，
フィリピン人女性というと，イコール「水商売」に結びつけられてしまう事実をそのとき再認識したという。
「何でそんなことを言われなくてはいけないんだろう」と，無遠慮に放たれた母への暴言にただ悲しみを募ら
せた。こうした場面から明らかなように，彼女は直ちにフィリピン人女性へ寄せられるステレオタイプを転
覆できるほど，日本社会から寄せられるステレオタイプの構造的制約から自由ではない。このことにも留意
する必要はあるだろう。
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―英語がしゃべれてね。
藤江　しゃべれない人でも，しゃべれていいなって思われるし。
―やっぱり，ハーフだっていうことで，「英語しゃべれる？」って聞かれる？
藤江　私は，ちっちゃいときそれが嫌で，「私はフィリピンのハーフなんですけど」みたいなのを
すごい思っていて，「アメリカでもイギリスでもないんですけど」みたいな。
グローバル市場での競争が強いられる企業にとって，自分のような存在がいかに重要であるか
を彼女は認識しており，ハーフであることを戦略的に利用している。今後数年は「ハーフである」
だけでも強みになると彼女は述べ，ハーフであること自体が資本となると考えている。また，グ
ローバル化の影響のみならず，昨今の「ハーフブーム」の影響なども考えた上で，ハーフである
ことの利点を発揮しようとしている。ハーフとしてのアイデンティティを全面的に押し出すこと
によって，地位達成を図ろうとするのだ5。
彼女はその名前から，ハーフであることが顕在化しがちであるが，感覚的に日本人であるとき
もあると語り，フィリピンも日本も両方のことが分かると述べる。無論，日本の企業で働いてい
ることから，「日本人らしく」振る舞うこともある。グローバル人材としての期待をかけられてい
る彼女は，戦略的にハーフである自分を強調することが多いが，日本人と同じようなスタイルで
仕事をこなす必要性も感じていることから，状況に応じてそのエスニック・オプションを選択的
に利用していると言えよう。
このように，自らのルーツの価値と有用性に気づいた若者は，エスニック・オプションを道具
的・戦略的に利用していく。藤江さんの他にも，小峰さんや竹内さんのように，フィリピン国籍
を利用し，フィリピン代表として世界的な大会への出場を果たし，アスリートとして活躍する場
合もある。かれらの場合は，自らのフィリピンルーツをほとんど意識せず日常生活を送っている
が，大会となると，フィリピン代表としてフィリピンルーツを全面に出す。普段は日本人と同じ
ように振る舞いながら，大会ではフィリピンにルーツを持つ者として自らを呈示するというよう
に，使い分けを行っている。
5 しかし一方で，藤江さんはハーフを消費的に用いようとする社会の風潮に全面的に同意しているわけでは
ない。河合が「『ハーフ』とはまず『白人系』を意味し，『黒人系』がそれに続き，『アジア系ハーフ』は『ハー
フ』から排除される傾向がある」（河合 2014：43）と批判しているように，日本社会において，ハーフといっ
てまず想起されるのは欧米諸国出身の白人系ハーフである。藤江さんはこうしたステレオタイプを批判的に
捉えており，「ハーフ＝アメリカ，イギリスとのハーフ」と捉えることに対しては，違和感を示す。
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7 ．考察とまとめ
本稿では，青年期・壮年期にあるフィリピン系ニューカマー第二世代を対象に，ライフコー
スにおける分岐をたどりながら，エスニック・アイデンティティの変容を描いた。幼少期から
学齢期以降までを分析対象とした結果，フィリピン系第二世代の若者たちのなかには，高校卒
業後の「捉え直しの契機」の中で選択的エスニシティを形成していく若者が多くいることが明ら
かになった。以下，本稿で得られた知見についてまとめ，選択的エスニシティにかかわる構造的
制約について考察を加えよう。とくに強調しておきたいのは，エスニック・オプションを様々に
利用してみせる選択的エスニシティは，シンボリックなものにとどまらない一方，自己呈示の 
「選択」は構造的制約によって限定されるということである。
まず，本研究では，第二世代のライフコースを幼少期の家庭環境と学齢期の学校経験との関連
から捉え，その経験の重層性を検討した。特に家庭内の文化継承に注目することで，学校教育に
進む第二世代がフィリピンルーツをめぐってどのような初期条件におかれているかを 2 つ（消極
的文化継承と積極的文化継承）に大別した。その結果，消極的文化継承にあった日本生まれ，あ
るいは幼少期に来日した第二世代の場合，フィリピンとのつながりは非常に限定的なものである
ことが明らかになった。なかでも，日比国際結婚家庭に生まれ家庭内言語が日本語に制限されて
いる場合は，ルーツを意識する機会は非常に少ないといえる。このパターンに合致するルート A
および B の調査対象者は，日本人父との関係を密にし，フィリピン文化を意識することなく「日
本人らしさ」を強固にしながらライフコースを辿っていくか，あるいは，当人の理解の外側にお
かれ内面化されていないフィリピンルーツをひた隠しにしようとする「隠蔽」のパターンへ分岐
していた。
第二に，学齢期以降にも射程を広げたライフコースの視角から明らかになったのは，フィリピ
ン系第二世代の育ちに「エスニシティ捉え直しの契機」が作用している点である。学齢期では，
「隠蔽」のルートを辿りながらも，①正統なエスニシティの知識とスキル獲得，他者からの承認と
して，②マイノリティ同胞集団における承認，マジョリティからの承認，といった複数の契機が
絡み合いながら，かれらはフィリピンにルーツをもつことの意味を再考していたのである。特に，
フィリピンへの親族訪問や留学滞在といった青年期における移動の経験は，かれらがどのような
進路を描くかを左右する重要な「転機」を意味していた。タガログ語の習得やフィリピン文化へ
の理解を深める「正統なエスニシティ」の知識やスキル獲得は，とりわけかれらのエスニック・
オプションを大幅に拡張するものといえ，選択的エスニシティの内実を豊かにするものと位置づ
けて良いだろう。自己を構成するエスニシティの多様性を十分にコントロールできないといった
アイデンティティに深くかかわる心的課題が浮上していたものの，「正統なエスニシティ」にまつ
わる経験は，ステレオタイプ化された周囲のまなざしや理解のあり方に異議申し立てする交渉能
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力の成長に貢献している。もっとも，本研究では「エスニシティ捉え直しの契機」を通じて選択
的エスニシティへと至る若者たちを扱ったが，こうした契機に出会うことなく同化が進んだり，
フィリピンルーツをひた隠しにしながら自尊感情を保てないでいる若者にも注意を払うべきこと
は繰り返し強調しておきたい。
第三に，本研究では，フィリピン系第二世代のエスニック・オプションの内実とその機能を明
らかにしたが，欧米とは異なる日本社会の文脈で浮き彫りになったのが，特にエスニック・オプ
ションとしての「ハーフ」ラベルである。注目したいのは，「ハーフ」ラベルがアメリカ社会で
持ち出される「カンボジア系・中国系・韓国系」といった特定エスニック集団を指すラベルを包
括した「汎エスニシティ」ラベルと同様，複数の機能をもっているということだ。「ハーフ」と
しての自己呈示は，日本社会において「フィリピン人女性エンターテイナー」や「フィリピン社
会の貧困」といったネガティブなステレオタイプで捕捉される状況を巧みに回避する手立てとな
り，自尊感情を維持する自己防衛的な機能をもっていた（Chhuon & Hudley 2010）。また，調査対
象者の中には両親ともにフィリピン人である者たちがいたが，彼女たち「純フィリピン人」が日
本社会における「ハーフ」ラベルの有用性に気づき，マジョリティ日本人の承認を得るための便
利なツールとしてそれを積極的に利用していたことも注目に値する。
さらに，「ハーフ」ラベルは「グローバル人材」を追い求める企業戦略に適合するために，「日
本人」とは異なる存在として自己を売り込む地位達成の手段としてもしたたかに活用される。い
わば特権的な地位財としての意味を持つ「ハーフ」ラベルの使用は，もちろんそれが白人的身体
性に象徴される西欧中心主義の産物であることに注意を払うべきだろう（岩渕 2014）。この認識
は，調査対象者の多くが学齢期からすでに「コンプレックス」として持ち合わせていた文脈から
も確認できる。すなわち，かれらは「ハーフ」としての自己呈示がかえって「（ハーフなのに）英
語が話せない自分」を露呈してしまうがゆえに，自己呈示にかかる不安や違和感を強く抱いてい
たのである。こうした学齢期の経験は，時として「日本人らしさ」の強調や「エスニシティの隠
蔽」に結びつく。あるいは，逆に「英語やタガログ語が話せない自分」というコンプレックスを
払拭するため，「周囲の認識に沿うハーフになるため」に留学や親族訪問を決意させる場合もあ
る。「ハーフ」としての自己呈示をめぐって引き起こされる第二世代の心的葛藤や，それがかれら
のライフコースに及ぼし得る影響については，今後も継続した検討・検証が必要であるだろう。
ウォーターズの議論における選択的エスニシティの利用はマジョリティに属する白人系アメリ
カ人を対象としたがゆえにあくまで表出的行為に限られていたが，フィリピン系第二世代という
マイノリティ集団を対象とした本事例では，選択的エスニシティの利用が道具的行為としても行
われることが示された。かれらは相手や状況に応じて，フィリピン人として，日本人として，あ
るいはハーフとして，自己呈示を行うが，それをシンボリックに表出するだけでなく，ステレオ
タイプからの回避や転覆，地位達成のために道具的にも用いるのである。エスニック・マイノリ
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ティにおいては，選択的エスニシティの利用が道具的行為としても行われ，結果としてかれらの
自己肯定感や地位向上に大きな影響を与えうるという点は，本研究で得られた重要な知見と言え
よう。ただし，同じフィリピン系第二世代を対象とした額賀（2016），額賀・三浦（2017）で指摘
されているように，すべての対象者がエスニシティを資源として地位達成やステレオタイプに対
する異議申し立てをするわけではない。個々人が持つ資源の多寡および社会的文脈によってエス
ニック・オプションの幅は大きく異なり，エスニック・オプションを選択的に表出するにあたっ
て第二世代内部にみられる多様性に注目する必要がある。
この点に関して最後に，選択的エスニシティの形成を制限しうる構造的制約について述べよ
う。まず，学齢期までの段階で，エスニシティを積極的に捉え返す者はほとんどいなかったこと
から，中学校までの学校はフィリピンとのつながりやエスニシティを肯定的に意識させる機会を
提供できていないことが分かる。木村さんのように，中学時代のフィリピン滞在を機にフィリピ
ンとの情緒的つながりを強めた事例もあったが，それはあくまで学校教育外で行われた捉え直し
の契機であり，彼女のフィリピンへの関心の高まりが学校教育を通して強化されることはなかっ
た。同化主義傾向の強い日本の学校において，フィリピンにルーツがあることは，いじめを誘発
する否定的な要因とはなり得ても，かれらの自尊心を高め，肯定的評価を導く要因とはなかなか
なり得ない。そのため，外見や名前からその差異が顕在化しない者たちはエスニシティを隠した
り，表立ってエスニシティを表出することなく，学校生活を送ることとなる。しかし，高等教育
や職業世界においては，エスニシティを肯定的に評価する文脈が存在する。特に，グローバル化
の進展や昨今の「ハーフブーム」は，グローバル人材としてのかれらの可能性を高め，ハーフに
肯定的なイメージを付与するものである。これらの社会的文脈を背景に，かれらは高等教育や職
業世界の中で，エスニシティを捉え直す契機を得て，エスニック・オプションの幅を広げていく
のである。すなわち，学齢期までとその後では，かれらを取り巻く社会的構造が異なっており，
それがエスニック・アイデンティティの有り様にも影響を及ぼしているといえる。
だが，前述のとおり，こうした構造的要件を利用できる者とそうでない者がいる。全ての者がエ
スニック・オプションを利用しながら，グローバルに活躍できるわけではないし，「ハーフ」とし
て「かっこいい自分」をアピールできるわけではない。ただ，英語が公用語の一つとされている
フィリピンにルーツを持っている場合には，他のエスニックグループに比べ，比較的英語習得が
促されやすいため，グローバル人材としての価値を高めやすいことも確かである。また，英語話
者に付与される「ハーフ」イメージも利用しやすいと言える。今後は，フィリピン系にみられる
選択的エスニシティの利用がほかのニューカマー集団においてどの程度みられるかを検討する必
要があるだろう。「ハーフ」ラベルを取り巻く環境の変化は，かれらにエスニック・オプションを
拡張させるライフイベントを通じて，確かに地位達成の機会を提供してもいる。こうした文脈に
注意を払いながら第二世代のエスニック・オプションと地位達成の関係とを，複数のエスニック
フィリピン系ニューカマー第二世代のエスニック・アイデンティティ 95
集団と比較検討していくことが必要となってくる。この地平から，ニューカマー第二世代が「多
文化共生」に向け学校や社会を変革しうる人材として意義を持つことを認め，若者たちが選択的
エスニシティを利用できるように母国訪問や海外留学を支援し，また後押しする学校や社会のあ
り方が要請されるだろう。
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